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構想名（30字程度以内）

構想概要（400字以内）＊テーマ設定したグローバルな社会課題について必ず記載すること

研究開発・実施体制

（ ）

（ ）

（ ）

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

⑭

⑮

⑯

⑰

① （ ）

② （ ）

③ （ ）

④ （ ）

⑤ （ ）

⑥ （ ）

⑦ （ ）

⑧ （ ）

⑨ （ ）

⑩ （ ）

⑪ （ ）

⑫ （ ）

Gymnasium Ernestinum Rinteln　（ドイツ） 公立 Andre Sawada

Lytton high school　（ニュージーランド） 公立 Wiremu John Elliott

世宗国際高等学校（大韓民国） 公立 Park Hidong

サン・テレーズ高等学校（フランス）　 私立 Le Vouédec Éric

日本メキシコ学院（メキシコ） 私立 御所園 忠之

国立大学法人奈良女子大学附属中等教育学校 国立 片岡 達郎

名古屋国際高等学校 私立 小林 格

嘉義高級中学（台湾） 国立 陳 元泰

株式会社アイエスエイ関西支社 鉤 直樹

株式会社JTB奈良支店 天野 三恵子

サラヤ株式会社 代島 裕世

事業協働機関
（国内外の大学，企業，国

際機関等）

奈良県立奈良北高等学校 公立 河合 知子

奈良県立奈良高等学校 公立

事業連携校
（国内外の高等学校等）

旭山動物園 坂東 元

一般財団法人PEACE BY PEACE COTTON　 葛西 龍也

奈良韓国教育院 權 義周

延世大学（大韓民国） 尹 東燮

公立大学法人国際教養大学 モンテ・カセム

公立大学法人大阪公立大学

事業共同実施校

対象：

対象外：

409

0
409

事業拠点校 中尾 雪路

ボルネオ保全トラスト・ジャパン 青木 宗

①

②

学科・コース名

3年

590199

学科・コース名 1年 2年

対象外：

0 0

総合英語科

奈良県立国際高等学校

奈良県立法隆寺国際高等学校
計

935

0 0

0

80 78 68 226

学科・コース名 1年 2年

対象： 歴史文化科 40 39 40 119

国際英語科 35 39 16 90

普通科 194

奈良県立高取国際高等学校
計

651

学校規模1年 2年 3年

114 118 177 409

計

学校規模

国際科

管理機関

公立

公立

公立

田村 哲夫

木村 出

ユネスコ・アジア文化センター（ACCU）　

JICA関西

小栗 由香利

前田 景子

出口 千惠美

公立 大橋 淳奈良県立畝傍高等学校

奈良県立青翔高等学校

日本国際交流振興会（JFIE） 

小﨑 眞

立命館アジア太平洋大学 米山 裕

奈良教育大学 宮下 俊也

学校法人河合塾 山口 大輔

197

石澤 竜義

3年 学校規模

対象：

普通科 120 118 117 355

公立

651
国際コミュニケーション科 74 77 55 206

対象外：

辰巳砂 昌弘

同志社女子大学

935

ならけんきょういくいいんかい

ならけんりつこくさいこうとうがっこう

奈良県立国際高等学校

代表者・校長名

吉田 育弘

機関名・学校名・情報

奈良県教育委員会

奈良県教育委員会

令和６年度ＷＷＬ（ワールド・ワイド・ラーニング）コンソーシアム構築支援事業
グローバル人材育成強化事業　構想計画書（概要）

令和６年度
～

令和８年度

都道府県名

事業拠点校

ふりがな

管理機関

ふりがな期間

　令和３年度からＷＷＬコンソーシアム構築支援事業の指定を受け、新設校である拠点校を中心に、カリキュラム
開発（グローバル探究・世界の言語）や海外の学校との連携構築に取り組み、奈良に新たな学びを創造すること
ができた。今後は、これまで紡いできたさまざまな糸を有機的に織りあげていく。新たに共同実施校として県内国
際高校２校を加え、多様なステークホルダーとともに、①カリキュラムの深化（グローバル探究・多言語・学校間な
ど個々の学びを有機的に関連・組織化、ホリスティックな学び）、②アウトバウンド（海外研修、留学、大学進学）
や③インバウンド（留学生との学び合い、高校生国際会議）におけるローカルとグローバルの往還、④高大の連
携・協働による高度な学びの提供（先取り履修）に取り組むことで、奈良・アジア・世界をつなげ、持続可能な未来
を織りなすことができるグローバル人材を最古の国際都市・奈良で育成していく体制を構築する。

最古の国際都市・奈良から織りなす持続可能な未来

奈良県

ならけん

小橋 康之

※行数は適宜調整すること
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様式第１（事業計画書） 

事 業 計 画 書 

令和６年４月 17日 

 

文部科学省初等中等教育局長  殿  

 

（管理機関名） 住 所 奈良県奈良市登大路町 30 

 名称及び 奈良県教育委員会 

 代表者名 小谷 隆男 

 

 

 令和６年度「ＷＷＬ（ワールド・ワイド・ラーニング）コンソーシアム構築支援事業（グローバル人材

育成強化事業）」に関する事業計画書を以下のとおり提出いたします。 

 

記 

 

１. 事業拠点校名 

  学 校 名：奈良県立国際高等学校 

  学校長名：中尾 雪路 

 

２. 事業実施期間 

  委託を受けた日から   令和７年３月 31日 

 

３. 構想概要 

構想名 

最古の国際都市・奈良から織りなす持続可能な未来 

 

概要 

令和３年度からＷＷＬコンソーシアム構築支援事業の指定を受け、新設校である拠点校を中心に、

カリキュラム開発（グローバル探究・世界の言語）や海外の学校との連携構築に取り組み、奈良に

新たな学びを創造することができた。今後は、これまで紡いできたさまざまな糸を有機的に織りあ

げていく。新たに共同実施校として県内国際高校２校を加え、多様なステークホルダーとともに、

①カリキュラムの深化（グローバル探究・多言語・学校間など個々の学びを有機的に関連・組織化、

ホリスティックな学び）、②アウトバウンド（海外研修、留学、大学進学）や③インバウンド（留

学生との学び合い、高校生国際会議）におけるローカルとグローバルの往還、④高大の連携・協働

による高度な学びの提供（先取り履修）に取り組むことで、奈良・アジア・世界をつなげ、持続可

能な未来を織りなすことができるグローバル人材を最古の国際都市・奈良で育成していく体制を構

築する。（インバウンド型及びアウトバウンド型） 

4
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４. 本事業における教育課程の特例の活用  有・無 

 

５. 事業実施体制 （体制図の添付必須） 

関係機関・学校に関する情報 代表者 

校長名 管理機関  奈良県教育委員会 大石 健一 

事業拠点校  奈良県立国際高等学校 中尾 雪路 

事業共同実施校 
①  奈良県立法隆寺国際高等学校 小橋 康之 

②  奈良県立高取国際高等学校 石澤 竜義 

事業協働機関 

（国内外の大学、企業、国際機関等） 

①   ユネスコ・アジア文化センター（ACCU）   田村 哲夫 

②  JICA 関西 木村 出 

③   日本国際交流振興会（JFIE）  小栗 由香利 

④   ボルネオ保全トラスト・ジャパン   青木 宗 

⑤   旭山動物園  坂東 元 

⑥   一般財団法人 PEACE BY PEACE COTTON  葛西 龍也 

⑦  奈良韓国教育院  權 義周 

⑧  延世大学（大韓民国） 尹 東燮 

⑨  公立大学法人国際教養大学  モンテ・カセム 

⑩  公立大学法人大阪公立大学  辰巳砂 昌弘 

⑪   同志社女子大学  小﨑 眞 

⑫   立命館アジア太平洋大学  米山 裕 

⑬   奈良教育大学  宮下 俊也 

⑭   学校法人河合塾  山口 大輔 

⑮   株式会社アイエスエイ関西支社  鉤 直樹 

⑯   株式会社 JTB 奈良支店  天野 三恵子 

⑰   サラヤ株式会社 代島 裕世 

事業連携校 

（国内外の高等学校等） 

①   奈良県立奈良高等学校 前田 景子 

②   奈良県立畝傍高等学校 大橋 淳 

③   奈良県立青翔高等学校 出口 千惠美 

④   奈良県立奈良北高等学校 河合 知子 

⑤   国立大学法人奈良女子大学附属中等教育学校  片岡 達郎 

⑥  名古屋国際高等学校 小林 格 

⑦   嘉義高級中学（台湾） 陳 元泰 

⑧   世宗国際高等学校（大韓民国） Park Hidong 

⑨   サン・テレーズ高等学校（フランス）  Le Vouédec Éric 

⑩   日本メキシコ学院（メキシコ） 御所園 忠之 

⑪   Gymnasium Ernestinum Rinteln （ドイツ） Andre Sawada 

⑫   Lytton high school （ニュージーランド） Wiremu John Elliott 

 

事業項目 実施場所 事業担当責任者 

(1) AL ネットワークの形成 

①運営委員会の設置、開催 

②担当者会議の開催 

 

高校教育課 等 

 

①②宮岸悠可（管理機関） 

5
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(2)探究の深化 

①カリキュラムの深化、特色ある学習活動の実施 

②カリキュラムアドバイザーの配置 

③探究プラットフォームの構築 

④グローバル教育の推進 

国際高等学校 

法隆寺国際高等学校 

高取国際高等学校 

高校教育課 等 

①中尾雪路（拠点校） 

小橋康之（共同実施校） 

石澤竜義（共同実施校） 

②③④宮岸悠可（管理機

関） 

(3)アウトバウンドの拡大 

①カリキュラムに位置づけられた海外研修の計

画、実施 

②合同海外研修の企画、実施 

③海外大学進学、海外留学の促進 

国際高等学校 

法隆寺国際高等学校 

高取国際高等学校 

高校教育課 等 

①中尾雪路（拠点校） 

小橋康之（共同実施校） 

石澤竜義（共同実施校） 

②③宮岸悠可（管理機関） 

(4)インバウンドの充実 

①外国人生徒、留学生の受け入れ促進 

②高校生国際会議の企画、開催 

国際高等学校 

法隆寺国際高等学校 

高取国際高等学校 

高校教育課 等 

①中尾雪路（拠点校） 

小橋康之（共同実施校） 

石澤竜義（共同実施校） 

②宮岸悠可（管理機関） 

(5)高度な学びの提供 

①高大連携の強化 

②先取り履修に向けた協議 

 

高校教育課 等 

 

①②宮岸悠可（管理機関） 

(6)成果検証、評価の実施 

①成果検証委員会の開催 

②運営指導委員会の設置、開催 

国際高等学校 

法隆寺国際高等学校 

高取国際高等学校 

高校教育課 等 

①中尾雪路（拠点校） 

小橋康之（共同実施校） 

石澤竜義（共同実施校） 

②宮岸悠可（管理機関） 

※必要に応じて適宜、行を追加すること。 

 

６. 今年度の計画 

(1)事業項目別実施期間 

実施期間：契約締結日～令和７年３月 31日 

事業項目 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11 月 12 月 1月 2月 3月 

ALネットワーク運営委員会    〇       〇  

AL ネットワーク担当者会議 〇      〇     〇 

担当者情報共有（オンライン）             

カリキュラムアドバイザー配置             

探究プラットフォーム構築
（公開授業、探究発表会） 

   〇     〇  〇  

グローバル教育の推進  〇  〇     〇    

海外研修（拠点校・共同実施校）        〇    〇 

合同海外研修企画会議   〇    〇     〇 

海外大学進学・留学促進（説
明会、報告会等） 

 〇 〇 〇  〇  〇 〇    

外国人生徒の受入れ             

6
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留学生受入協議会、交流会  〇       〇    

高校生国際会議         〇    

高校生国際会議参加者セミナー             

高大連携（高度な学び）     〇   〇 〇  〇  

先取り履修協議             

成果検証委員会    〇  〇   〇    

運営指導委員会           〇  

※必要に応じて適宜、行を追加すること。 

 

(2)今年度の具体的な事業計画 

１．AL ネットワークの形成 

  ①運営委員会の開催 

   管理機関、拠点校、共同実施校、連携校、事業協働機関、カリキュラムアドバイザーによる運営

委員会を年２回（第１回７月、第２回２月）オンライン開催する。 

  ②担当者会議の開催 

   管理機関、拠点校、共同実施校、連携校の担当者による協議、情報共有を対面またはオンライン

で定期開催する。 

 ２．探究の深化 

  ①カリキュラムの深化、特色ある学習活動の実施 

   ・拠点校 … 「グローバル探究」「世界の言語」「英語」の連携強化、ホリスティック（総合的・    

全人的）な学びの促進（教科横断的な学びの実現）、「イマ－ジョン理数」に加え、   

「イマ－ジョン数学」「イマ－ジョン環境システム」の設置準備、国際バカロレア 

ディプロマプログラム候補校申請 

   ・共同実施校 … ユネスコスクールとしての取組（ユネスコフォーラムの開催等）、「斑鳩学」 

「あすか学」等の地域と連携した学び探究テーマによるゼミ活動 

  ②カリキュラムアドバイザーの配置 

   契約日以降、カリキュラムアドバイザーを配置し、月２日程度拠点校または共同実施校において

カリキュラムの推進および発展に関する指導、カリキュラム内容についての指導・助言、教員向

けワークショップの運営指導を行う。 

  ③探究プラットフォームの構築 

   拠点校、共同実施校による公開授業や探究発表会、報告会を開催する。また、探究活動の報告集

を作成し、次年度以降の探究活動の参考となるよう拠点校、共同実施校及び連携校で共有する。 

  ④グローバル教育の推進 

   事業協働機関である JICA 関西等と連携し、県内全体のグローバル化に資するワークショップや

フォーラムを開催する。 

 ３．アウトバウンドの拡大 

  ①カリキュラムに位置づけられた海外研修の計画、実施 

   各校の連携校や姉妹校との交流を含めた海外研修を実施する。 
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5 
 

   ・拠点校 … アジアスタディツアー（１１月）を開催し、「グローバル探究Ⅱ」の中に位置づけ   

連携校でのワークショップ、探究テーマに応じたフィールドワークを行う。また、

７月以降から連携校との交流、ワークショップを定期開催する。（Zoom または

Teams を利用）さらに、現時点では未定だが、「世界の言語Ⅱ」の中に位置づけた短

期研修を各言語圏で計画。 

   ・共同実施校 …オーストラリア研修とフランス研修を実施する。（３月）また、７月以降、連携    

校との交流、ワークショップを定期開催する。（Zoom を利用） 

  ②合同海外研修の企画 

   拠点校、共同実施校、連携校の生徒を対象に、現地でのフィールドワークを含めた探究活動に基

づく合同海外研修の実施に向けた企画会議を開催する。（第１回６月、第２回１０月、第３回３

月） 

  ③海外大学進学、海外留学の促進 

  ・海外留学説明会の開催（５月） 

  ・海外大学進学説明会の開催（６月） 

  ・留学フェア、留学キャラバン隊の開催（７月） 

  ・海外大学進学・留学報告会の開催（11 月） 

  ・海外大学個別面談の実施（12 月） 

  ・国内トップ大学進学に向けた分析研究（通年） 

 ４．インバウンドの充実 

①外国人生徒、留学生の受け入れ促進 

   各校で積極的に外国人生徒や留学生を受け入れ、外国人生徒・留学生同士の交流、県内高校生と

の交流を活発にするとともに、受け入れ担当者による連絡協議会を設置し、情報共有や成果報告

の場とする。（留学生等受け入れ連絡協議会…５月・12月、留学生等交流会の開催…12 月） 

  ②高校生国際会議の開催 

   ３日間の開催とし、県内外、海外から高校生、留学生が奈良の地に集まり、対面で英語による議

論を深める場とする。奈良県内でのフィールドワークを通じて、持続可能な未来のために大切な

ことは何かを考える。 

  ４月 担当者会議（高校生国際会議の概要決定） 

  ６月 参加生徒募集 

  ７月 参加生徒決定 

  ８月 参加者セミナー（外国人講師によるワークショップ含む）開始（以降、会議当日まで定期開

催）、参加海外連携校とのオンライン交流開始（Zoom または Teams を利用） 

     ※参加テーマに分かれてのセミナー、ワークショップを 12 月まで定期開催する。 

  12 月 24～26 日 高校生国際会議 

 ５．高度な学びの提供 

  ①高大連携の強化 

   大学での学びを、拠点校、共同実施校、連携校の希望生徒に提供する。 

   ・奈良教育大学における夏期集中講座（８月） 
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   ・国際教養大学におけるイングリッシュビレッジ（未定） 

   ・同志社女子大学における体験授業（２月） 

   ・大阪公立大学における講義（９月、拠点校） 

   ・立命館アジア太平洋大学における研修（11 月、拠点校） 

  ②先取り履修に向けた協議 

   アドバンストプレイスメントシステムの構築に向けて、県内外の大学と協議を進める。 

 ６．成果検証、評価の実施 

  ①成果検証委員会の開催（学校法人河合塾による成果分析） 

   拠点校、共同実施校において、アセスメントテスト「学びみらいＰＡＳＳ」を実施し、研究の成 

果や課題を把握するとともに、自己評価シートにより生徒が自身の伸びを認識する機会とする。 

アセスメント実施後、河合塾による教員及び生徒向けの講習会を実施する。（第１回７月、第２ 

回９月、第３回１２月） 

  ②運営指導委員会の設置、開催 

   運営指導委員会を２月に開催し、専門的な見地から指導・助言、評価を受ける。 

７．財政支援 

①探究の深化 

  拠点校における開発カリキュラムの持続的な実施の観点から、国際教養大学との連携協定による

教員向けワークショップ、「世界の言語」におけるネイティブ講師にかかる費用については、県

の負担とする。 

②インバウンドの充実 

高校生国際会議を県のインバウンド事業の一つとして確立させるため、会場使用料や機材使用

料、外国人講師等開催にかかる費用については、県の負担とする。 

    

７. 所要経費 

（様式第１－１）委託費所要経費積算に記載 

（様式第１－２）再委託先所要経費積算に記載 

 

８. 再委託の有無   有・無 

※再委託を行う場合は、（様式第１-２）再委託先所要経費積算及び（様式第２）再委託承認申請書

に記入すること。 

 

９. 担当者 

担当課・室 高校教育課 
担当者 

職・氏名 
指導主事・宮岸 悠可 

電話番号 

（直通） 
0742-27-9853 

メール 

アドレス 

miyagishi-

haruka@office.pref.nara.lg.jp 
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様式第４（事業完了（廃止）報告書） 

 

事業完了（廃止）報告書 

 

令和７年３月 31日 

 

支出負担行為担当官  

文部科学省初等中等教育局長 殿  

 

 

（管理機関名） 住 所 奈良県奈良市登大路 30 

 名称及び 奈良県教育委員会 

 代表者名 小谷 隆男 

                                                                                         

 

令和６年６月４日付け令和６年度ＷＷＬ（ワールド・ワイド・ラーニング）コンソーシアム構築支

援事業（グローバル人材育成強化事業）は、令和７年３月 31日に完了（廃止）したので委託契約

書第１０条の規定により、下記の書類を添えて報告いたします。         

 

 

記 

 

 

    １．事業結果説明書（別紙イ）                                                    

    

    

    ２．事業収支決算書（別紙ロ） 
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様式第４(別紙イ) 

                                                                               

事業結果説明書 

 

１．事業の概要 

（1）事業の実施期間 

令和６年６月４日（契約締結日）～ 令和７年３月 31 日 
 
 
（2）事業拠点校名 

学校名：奈良県立国際高等学校 

 

（3）構想の概要 

構想名 

最古の国際都市・奈良から織りなす持続可能な未来 

 

概 要： 

令和３年度からＷＷＬコンソーシアム構築支援事業の指定を受け、新設校である拠点校を中心

に、カリキュラム開発（グローバル探究・世界の言語）や海外の学校との連携構築に取り組み、

奈良に新たな学びを創造することができた。今後は、これまで紡いできたさまざまな糸を有機的

に織りあげていく。新たに共同実施校として県内国際高校２校を加え、多様なステークホルダー

とともに、①カリキュラムの深化（グローバル探究・多言語・学校間など個々の学びを有機的に

関連・組織化、ホリスティックな学び）、②アウトバウンド（海外研修、留学、大学進学）や③

インバウンド（留学生との学び合い、高校生国際会議）におけるローカルとグローバルの往還、

④高大の連携・協働による高度な学びの提供（先取り履修）に取り組むことで、奈良・アジア・

世界をつなげ、持続可能な未来を織りなすことができるグローバル人材を最古の国際都市・奈良

で育成していく体制を構築する。（インバウンド型及びアウトバウンド型） 

 

 

（4）本事業における教育課程の特例の活用   有・無 
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２．管理機関の取組・支援実績 

(1)実施日程 

事業項目 
実施期間（令和６年６月４日 ～ 令和７年３月 31 日） 

4月 5 月 6 月 7月 8月 9 月 10月 11 月 12月 1 月 2月 3月 

ALネットワーク運営委員会    第１回        第２回 

ALネットワーク担当者会議  第１回 （以降、オンライン、Google Classroomでの打合せ、共有） 

カリキュラムアドバイザー    雇用開始         

探究プラットフォーム構築    公開授業     公開授業  探究 
発表会 

 

グローバル教育の推進      打合せ       

海外研修（拠点校、共同実施校）    共同実
施校 

   拠点校    共同 
実施校 

合同海外研修企画会議    第１回     第２回 第３回  第４回 

海外大学進学・留学促進事業    
留学セ

ミナー 
    

留学 

説明会 
 

国費高

校生留

学促進

事業 

 

外国人生徒受入れ             

留学生との交流         
高校生
国際会
議 

   

高校生国際会議         
高校生
国際会

議 
   

高校生国際会議実行委員会、事前研修     
第１回実

行委員会 

第１回事

前研修 
 

第２、３

回実行委

員会、 

第２回事

前研修 

第３回事

前研修 
   

高大連携事業（高度な学び）    

奈良教育

大学 

ｻﾏｰｽｸｰﾙ 

奈良教育

大学 

ｻﾏｰｽｸｰﾙ 

     

同志社女

子大学 

招待授業 

 

 

成果検証委員会   第１回       第２回   

運営指導委員会            委員会 

※行は適宜追加して差し支えない 

 

(2)実績の説明 

【実施体制の整備】 

a. 管理機関の下、拠点校を中心として組織的に研究開発・実践に取り組む体制の整備状況につい

て 

事業の円滑な実施のため、各ステークホルダーは以下の役割を果たした。 

・奈良県教育委員会事務局高校教育課:AL ネットワーク運営委員会事務局 

・専任の指導主事:ネットワークの運営 

・カリキュラムアドバイザー:カリキュラム開発・推進の支援 

・海外交流コーディネーター:海外連携校との連絡調整 

・拠点校:ネットワークの中心校、事業の実施 

・共同実施校:事業の共同実施 
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・連携校:合同事業への参加 

・事業協働機関:各事業の共同開催や支援 ※詳細は後に記載 

 

なお、連携校の奈良高等学校、青翔高等学校、奈良北高等学校はスーパーサイエンスハイスク

ール、畝傍高等学校は研究開発学校としての取組をそれぞれ進めている。各事業の特色を生かした

各校での探究活動を通して培った視点を生かせるよう、「高校生国際会議」等の行事ではテーマ設

定を工夫した。 

 

b. 本事業が円滑および適切になされるよう、管理機関の下、関係機関の間で十分な情報共有体制

を整備した状況について 

ALネットワーク運営委員会を立ち上げ、事業の運営方針や事業計画、成果と課題等について、各

運営委員が共有する機会とした。 

連携校同士がスムーズに情報共有を行えるよう、拠点校、共同実施校、連携校の担当者が参加す

る AL ネットワーク担当者会議を頻繁に開催した。また、Google Classroom を活用し、「ALネット

ワーク担当者 Classroom」を立ち上げ、事業の進捗状況等のリアルタイムな情報共有の場とした。 

 

c. 構想内容の水準を維持し、必要な改善を図るために、管理機関の長、拠点校等の校長が果たし

た役割について 

(1) 教育長は本事業の実施主体として方針を定め、拠点校や共同実施校、ALネットワークで行わ

れる事業の円滑な実施のため、主体性をもって以下の役割を果たした。 

ア ALネットワークの運営 

ALネットワーク運営委員会の長として、運営委員会を組織し協議会を開催することを通し

て、本事業の方針を決定し、事業の進捗を管理するとともに、コンソーシアムを通じて関係各

所の役割を明確にし、積極的な協力を要請し、本事業の効果的な実施を図る。 

イ 運営指導委員会、検証委員会の開催 

運営指導委員会、検証委員会を組織し開催した。 

ウ 人的支援 

人的支援が円滑に実施できるよう、教育長は、高校教育課に、事業専属の指導主事を配置し

た。また、カリキュラムアドバイザーを前事業から継続して派遣した。さらに、外国人講師、

事務補助員を雇用し、拠点校に派遣した。留学生の円滑な受け入れのために、拠点校には学習

支援員を、共同実施校には教員を加配した。 

エ 財政的支援 

財政的支援が円滑に実施できるよう、教育長は、高校教育課を指導した。高校教育課は予算

等の執行について、拠点校等と連携し、執行の状況、使途等について、直接指導・助言を行っ

た。 

(2) 拠点校の校長の役割 

拠点校の校長は、以下の役割を果たした。 

ア 校内体制の整備 
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組織的に研究開発・実践に取り組み、学校全体の授業改善や教職員の意識改革を促すことがで

きるよう、校内分掌として、ESD 部を配置している。部内に WWL 事業専属担当、ユネスコスク

ール担当、留学生担当、英語教育担当、グローバル探究担当、世界の言語担当、国際交流担当、

ICT 担当などを置き、事業が円滑に実施できる組織体制を確立した。なお、拠点校の ESD部は令

和６年度文部科学大臣優秀教職員表彰（組織の部）を受賞した。 

イ 事業の進捗管理 

事業が予定通り進捗しているか、校内体制が円滑に運営できているかを絶えず確認した。 

ウ 関係各所との連絡・調整 

   管理機関である県教育委員会と絶えず連絡をとり、調整につとめた。 

 

d. 本事業の実施に際し、専門的見地から指導・助言に当たる運営指導委員会の開催実績や事業の

実施状況を検証するための組織（検証組織）等が検証するために収集した資料等の状況につい

て 

運営指導委員会 

  令和７年３月６日に開催予定である。 

検証委員会 

事業協働機関である学校法人河合塾の協力により、事業成果の検証を行うため、本年度より検

証委員会を開催した。 

６月 12 日 内容：学びみらい PASS を活用した検証方法について 

１月 ８日 内容：拠点校の育成指標と学びみらい PASS のクロス分析、探究の評価方法 

３月開催予定 内容：本年度の分析結果について 

 

 

e. 管理機関が、拠点校等の卒業生の卒業後の進路とイノベーティブなグローバル人材としての成

長の過程を追跡把握する仕組みを構築し、必要な情報を収集する状況について 

拠点校では、本年度海外大学へ進学した卒業生数名に対して、現在の状況などについて聞き取り

調査を実施した。結果は、WWL報告書に掲載した。 

県教育委員会が、拠点校の卒業生に次年度実施する予定のアンケート調査について、内容を検討

した。 

 

f. 外国人生徒の日本での学習や生活を支援する体制について 

本年度は県内全域で 36名の留学生を受け入れた。留学生の日本語能力は様々であることから、

受入れ後も、学校が個々の能力・適性に応じた学習カリキュラムを作成する。拠点校には、外国人

生徒のメンタル面でのサポートや日本語指導のため、学習指導員を配置した。共同実施校 2校に

は、外国人生徒のサポートのため、教員をそれぞれ 1名加配した。留学生の受け入れがスムーズに

進むよう、各校の留学生担当者が留学生受け入れ機(AFS,YFU,JFIE)の担当者と密に連携をしてい

る。 
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また、奈良県高等学校国際教育研究協議会主催、県教育委員会後援で、留学生の日本語による体

験発表会を開催した。 

 

g. 事業拠点校での取組について、本事業による取組が学校全体の授業改善や関係機関の教職員や

生徒の意識改革を促した状況について 

拠点校では、「グローバル探究」をすべての教員が担当している。教科横断型で生徒の探究活動

に関わる中で、従来の知識偏重型の授業から、探究を重視した授業への転換が進んできている。ま

た、高校２年生全員が「グローバル探究」の授業の一環として、韓国へのスタディツアーを行った

ことから、生徒の視野がより広がった。 

 

h. 国が実施しているアジア高校生架け橋プロジェクト＋（プラス）の留学生を受け入れた場合

（予定含む）、国名や人数等 

 

i. 高大連携、海外大学との連携や外国人生徒の受入を推進するため、セメスター制を事業完了ま

でに行うことについて 

拠点校では、海外大学進学や、外国人生徒の受け入れを促進するため、国際バカロレアディプロ

マプログラムの導入を目指しており、令和６年５月に候補校となった。開始を予定している令和８

年度から前後期制を取り入れる予定としている。 

 

【財政等支援】 

a. 管理機関が、本事業の運営にかかる経費を国からの委託経費のみではなく、自己負担額とし

て、計画段階よりさらに計上したもの 

  該当なし 

 

b. 管理機関が、事業の実施に必要な取組に対し、人的又は財政的な支援や教職員を育成するため

の研修やセミナー等を実施した状況について 

(1) 人的支援 

外国人生徒の支援のため、拠点校には学習指導員を、共同実施校には教員を加配している。 

カリキュラム開発のため、指導主事等を拠点校および共同実施校に適宜派遣する。 

(2) 財政的な支援 

高校生国際会議にかかる費用について必要な財政支援を行った。 

国際バカロレアプログラムの導入に向けて、計画的・長期的に人的(加配措置)または財政的な

支援(認定にかかる費用、環境整備、教材費等)を行っている。 

 (3) 研修やセミナー等の実施 

  ７月、12月に実施した拠点校における公開授業、及び２月に実施した県全体での探究発表会に

おいて、参加教員による協議会、交流会を開催した。 

  また、12月に開催した「高校生国際会議 in NARA」では、参加校の引率教員による情報交換

会、共有会を実施した。 
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c.  管理機関が、国の委託が終了した後も事業を継続的に実施するために計画したこと 

(1) 管理機関 

今年度新たに開催した「高校生国際会議 in NARA」は、県のインバウンド事業の一つとして確

立させるため、開催にかかる費用については、県での財政支援を次年度以降も継続して行う予定

である。 

また、本事業で構築している学校間の連携や研究成果の共有等のプラットフォームについて、

事業終了後も継続し、活発な交流が進むよう検討している。 

(2)拠点校および共同実施校 

県内の国際高校 3 校での連携を強めるため、校長間、担当者間で、定期的に打ち合わせを行な

った。大学訪問などの拠点校で実施している事業への共同実施校の参加を積極的に呼びかけた。 

 

【ＡＬネットワークの形成】 

a. 構想目的・年度計画の策定、事業の運営、達成状況の評価・見直しのため、管理機関の長と拠

点校等における本事業の運営責任者、主要な協働機関の関係者等をメンバーとするＡＬネット

ワーク運営組織の実績について 

管理機関、拠点校、連携校及び協働機関が同じ方向に向かい事業の目標を達成できるよう、第１

回ＡＬネットワーク運営委員会を７月に開催し、事業運営の方向性について確認した。拠点校、共

同実施校及び連携校から学校長が出席し、協働機関からは各機関の代表が出席した。連携校学校長

からは同事業への協力を約束し、協働機関からは、それぞれが得意とする分野での連携や協力を確

認した。 

第２回ＡＬネットワーク運営委員会を３月に開催予定である。 

 

b. ＡＬネットワーク運営組織により、本事業が円滑及び適切になされるよう、関係機関の間で十

分な情報共有体制を整備し、新たな協働事業の開発、有効な事業実施を実現したことについて 

関係校が十分に情報を共有しながら事業を進めていけるよう、各校の担当者会議を５月に開催

し、以降は Google Classroom を活用した情報共有や発信を行った。 

３日間の日程で開催した「高校生国際会議 in NARA」は、拠点校、共同実施校による運営とし、

該当３校が連携しながら、実行委員会、事前研修、会議運営を行った。 

事業協働機関とは、関係校に提供できる学びの機会について検討し、各校での積極的な活用を奨

励した。 

 

c. ＡＬネットワーク運営組織が、国内外の大学、産業界、その他国際機関等との連携・交流を通

じて、当該プログラムの修了生の、国際的な分野を学ぶ国内外の大学への進学や国内外のトッ

プ大学等への進学、海外留学、外国人生徒受入等の促進に寄与したこと 

ア 修了生の国内外のトップ大学への進学を促進するための事業 

・柳井財団奨学金説明会 ７月（連携校での開催） 

・「留学キャラバン隊 in 奈良」７月 
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・笹川財団奨学金説明会 ７月 

・奈良韓国教育院との連携による韓国留学セミナー県内生徒保護者約 20名参加 12月 

イ 海外留学を促進するための事業 

・拠点校に海外交流コーディネーターを配置 

・海外留学説明会 ５月 拠点校 

ウ 外国人生徒受け入れ等の促進に向けた事業 

・県立高等学校入学者選抜帰国生徒等特例措置の実施 

・AFS や YFU との連携による外国人生徒の受け入れ 

 

d. ＡＬネットワーク運営組織に専任者からなる事務局を設置した状況とともに、本事業のカリキ

ュラムを開発する体制を整えることについて 

高校教育課に配属された専属の指導主事が中心となって、AL ネットワークの連絡・調整にあたり

ながら、主としてカリキュラム開発の指導を行っている。また、カリキュラムアドバイザーとし

て、協定締結大学である大阪公立大学の吉田敦彦教授に、カリキュラム開発・推進の支援及び指導

助言にあたっていただいている。 

 

e. ＡＬネットワーク運営組織において、国内外の大学、企業、国際機関等と協働し、国内外の高

等学校等との連携によるテーマと関連した高校生国際会議等の開催準備状況（令和元年度から令

和５年度までのＷＷＬコンソーシアム構築支援事業カリキュラム開発拠点校は開催状況）につい

て 

ア「高校生国際会議 in NARA」の開催 

日時 ：令和６年 12月 24日、25日、26日 

参加校：拠点校、共同実施校、連携校（国内外）、県内留学生 計 43名 

内容 ：第１日 開会式、学校紹介ワーク、ディスカッション①（課題の共有） 

     第２日 フィールドワーク（県内３カ所）、ディスカッション②（フィールドワーク

振り返り）、ディスカッション③（学んだこと、課題の解決） 

     第３日 ディスカッション④（共有準備）、全体共有会、閉会式 

イ 合同海外研修の実施 

AL ネットワークの生徒が、学校の枠を超えて、合同で海外へ出向き学びを深める機会を令和 8

年度に実施するための企画・調整を実施した。 

 

f. 事業成果の社会普及のため、社会に開かれたフォーラムや成果報告会などの実施（あるいは計

画）について 

次年度以降に、国際理解に関するフォーラムの開催や、事業の成果報告会を広く公開して実施す

ることを今後検討予定である。 

 

g. ＡＬネットワーク運営組織が、構想目的の達成に資する取組を計画し、その効果的かつ円滑な

運営のための情報収集・提供を行ったことについて 
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(1) カリキュラムの深化 

・複言語教育の充実を目指し、本年 7月に国際学会で担当教員が発表を行った。 

・グローバル探究での取り組みについて、本年 7月に日本学校教育学会で発表を行った。 

・拠点校教員１０名が 4月・8月に国際バカロレアプログラムのワークショップに参加した。 

(2) アウトバウンドの拡大 

・拠点校アジアスタディツアーでは、同じ研究テーマをもつ日韓の生徒が事前にオンラインで

探究を進める交流を行った。 

(3) インバウンドの充実 

・拠点校や共同実施校では、アジア高校生架け橋プロジェクト+やその他合計 38 名の留 

学生をこの 3年間で受け入れている。「高校生国際会議 in NARA」に留学生も参加対象と

し、留学生同士の交流や日本人生徒との交流を進めた。それにともない、留学生斡旋団体と

の連携も強化され、多くの情報共有を行った。「高校生国際会議 in NARA」に参加した海外

連携校とは、オンラインでの事前交流も行い、担当教員、引率教員同士の連携も深めた。 

(4) 高度な学びの提供 

・「奈良教育大学サマースクール」を開催し、複言語教育やデータ分析など大学ならではの高

度で深い学びを関係校の生徒を対象に実施した。 

 

h.ＡＬネットワーク運営組織の基盤となる関係機関との協定文書等 

 「公立大学法人国際教養大学、奈良県立国際高等学校及び奈良県教育委員会の教育連携に関する協定」 

 「大阪府立大学、奈良県立国際高等学校及び奈良県教育委員会の教育連携に関する協定」 

 「同志社女子大学及び奈良県立国際高等学校の教育連携に関する協定」 

 

 

３．研究開発の実績 

(1)実施日程 

事業項目 
実施期間（令和６年６月４日 ～ 令和７年３月 31 日） 

4 月 5月 6月 7月 8月 9月 10 月 11月 12月 1月 2月 3月 

探究活動の推進   

カリキュラ

ムアドバイ

ザー配置

（～３月、

拠点校） 

公開授業 

（拠点校） 
   

アジアスタ

ディツアー

（拠点校） 

ユネスコフ

ォーラム

（共同実施

校） 

 

「高校生国

際会議 in 

NARA」 

 

 探究発表会  

アウトバウンド

事業 
   

オーストラ

リア研修

（共同実施

校） 

 

合同海外研

修企画会議

① 

 

 

   

アジアスタ

ディツアー

（拠点校） 

合同海外研

修企画会議

② 

合同海外研

修企画会議

③ 

 

オーストラ

リア姉妹校

研修（共同

実施校） 

 

合同海外研

修企画会議

④ 

インバウンド 

事業 

留学生

受入

（通

年） 

 

メキシコ連

携校受入

（拠点校） 

 

アメリカ姉

妹校受入

（共同実施

   

フランス連

携校受入

（拠点校） 

 

ドイツ姉妹

校受入（共

同実施校） 

台湾連携校

受入（拠点

校） 

「高校生国

際会議 in 

NARA」 
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校）  

 

 

 

 

 

高度な学び（高

大連携） 
   

奈良教育大

学サマース

クール 

奈良教育大

学サマース

クール 

  

立命館アジ

ア太平洋大

学研修（拠

点校） 

国際教養大

学出張講座

（拠点校） 

大阪公立大

学招待授業

（拠点校） 

同志社女子

大学招待授

業 

 

※行は適宜追加して差し支えない 

 

(2)実績の説明 

【研究開発・実践】 

a. 海外の連携校等への短期・長期留学や海外研修等を，カリキュラムの中に体系的に位置づけて

実施したことについて 

ア 拠点校でのアジアスタディツアー 

拠点校では、本年度開校後初となる２年生全員参加の海外研修「アジアスタディツアー」を実

施した。このツアーは学校設定科目「グローバル探究」（後述）の一環として実施されるもの

で、事業協働機関でもある株式会社 JTB 奈良支店と協働しながらプログラム開発を行った。プ

ログラムの中心は協定締結校である世宗国際高等学校との英語による共同探究活動としている。

現地での英語による協議をより効果的に進めるため、両校生徒をそれぞれの探究テーマに基づい

て事前にマッチングし、生徒同士の事前のオンラインによる探究テーマに関わる交流を２回実施

した。また３日目には、「グローバル探究」の３つのゼミに分かれて、それぞれのテーマごと

に、探究活動を行った。 

 

イ  拠点校での短期海外研修や長期留学 

拠点校では、学校設定開目「世界の言語 II」(後述)では、５つの言語を学び、連携校であるサ

ン・テレーズ高校(フランス)、日本メキシコ学院 (メキシコ)、嘉義高級中学(台湾)などから生

徒が拠点校を訪れ、対面での交流を行うことができている。現在、これらの学校における短期研

修を実施するために、各連携校と協議を進めている。 

 

ウ 共同実施校におけるカリキュラムに位置付けられた海外研修  

共同実施校においては、高取国際高等学校で「フランス語」に位置付けられたフランス研修

（今年度は開催なし）を、法隆寺国際高等学校で、「ディベート・ディスカッション」に位置付 

けられたオーストラリア研修をそれぞれ実施している。  

 

エ 連携校におけるカリキュラムに位置付けられた海外研修 

連携校である名古屋国際高等学校では、海外研修の際に、オンラインで現地と奈良県立国 

際高等学校(拠点校)の生徒をつないで交流するなどの取組を行なっている。その他の連携校にお

いても、スーパーサイエンスハイスクールである青翔高等学校ではタイへ、奈良高等学校では、

シンガポールへ、奈良女子大学附属中等教育学校では、ベトナム、韓国など、それぞれカリキュ

ラムに位置付けた海外研修を実施している。 
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オ テーマに基づいた ALネットワーク連携校合同での海外研修 

令和 8 年度にテーマに基づいた連携校合同での海外研修を実施するため、事業協働機関である

株式会社アイエスエイ、ボルネオトラストジャパンと打ち合わせを行った。現在、ボルネオ島で

のスタディツアーの実現に向け、企画・調整を行なっている。 

 

b. 国が実施するアジア高校生架け橋プロジェクト＋（プラス）や海外の連携校等からリーダー，

架け橋となる外国人生徒を受け入れ，日本人生徒と外国人生徒が一緒に英語等での授業を履修

するための学校体制を整備したことについて 

ア 外国人生徒の受け入れ及び体制の整備  

   (1) 入学者選抜帰国生徒等特例措置等の検討(県教育委員会) 

       令和８年度入試に向けて、選抜実施時期、選抜内容、対象者などの検討を行った。 

(2) 留学生受け入れ連絡協議会の設置(県教育委員会)  

令和７年度開催に向けて、各校の留学生受け入れ団体、各校の留学生担当との情報共有を 

行い、現状や成果と課題を協議した。 

(3) 県内留学生交流会の開催(奈良県国際教育研究協議会主催)  

令和６年 12月 14日  県内留学生日本語体験発表会を開催 

(4) 英語で学ぶことができる授業の拡大(拠点校)  

       令和７年度からの開講に向けた準備(後述) 

  

c. 設定したテーマ（ＳＤＧｓ，経済，政治，教育，芸術等）について 

最古の国際都市・奈良の次代を担う高校生が、世界の国々の若者とつながり、アジア、 世界へ

と視野を広げながらも、奈良の伝承文化や足元の課題に目を向け、持続可能な社会の実現に向け

て、この地で「何を残し、何をやめ、何を新たに創るか」について問い続けることを設定テーマと

しており、令和６年１２月に開催した高校生国際会議では、奈良で持続可能な社会の実現に向けて

取り組みを進めている方のワークショップを開催し、台湾や京都、名古屋の高校生とともに、持続

可能な社会の実現に向けて協議を行なった。  

 

d. イノベーティブなグローバル人材育成に資する体系的かつ先進的なカリキュラム研究開発を，

国内外の大学，企業，国際機関等との協働により行ったことについて 

  

機関名 協働内容 期日 

ボルネオ保全トラスト・ジャパン 合同スタディツアー

の企画 

通年 

奈良韓国教育院 飛鳥の風 

韓国留学セミナー 

韓国大学進学支援 

７月 

１２月 

通年 

株式会社 JTB 奈良支店 アジアスタディツア

ーの企画 

４月〜１１月 
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株式会社アイエスエイ グローバルセミナー 

海外大学進学支援 

５月 

７月１２月 

延世大学 大学で講義に参加 １０月 

JFIE、AFS、YFU 留学生受け入れ 通年 

奈良教育大学 夏期集中講座 ７月、８月 

国際教養大学 出前講座 １２月 

大阪公立大学 大学講義に参加 １月 

同志社女子大学 大学講義に参加 ２月 

立命館アジア太平洋大学 異文化理解研修 １１月 

奈良先端科学技術大学院大学 留学生と交流 

国際会議の補助 

８月〜１２月 

１月 

学校法人河合塾 成果検証 ６月 １月 

 

e. 設定したテーマと関連し，外国語や文理両方の複数の教科を融合した内容を，外国語を用いな

がら探究活動を行う「グローバル探究」等の教科・科目を設定した状況について，また，その実施

にあたって外国人講師やＩＣＴ等を活用した実績について 

(1) グローバル探究 

・グローバル探究 I(1年次 3単位必修) プログラミングなども学習。 

・グローバル探究 II(2年次 3単位必修)  

・グローバル探究 III(3年次 3単位必修) 論文作成、英語はネイティブ教員が指導。 

(2) 世界の言語  

・世界の言語 I(1 年次 2単位必修) 全員が 5言語と日本手話(2 時間)を学ぶ。(日本初の取組) 

   複数の言語間の共通点や相違点について考察したり、それぞれがもつ文化の比較をしたりす

る講座を本年度新たに設定した。 

・世界の言語 II(2 年次 2単位 必修) ネイティブ教員とのティームティーチング 

中学生への学びの共有を今年度はじめて実施した。 

・世界の言語 III(3 年次 2単位 選択) ネイティブ教員とのティームティーチング 

 (3) カリキュラムの有機的な結びつき 

・アジアスタディツアーにおける「グローバル探究」と「世界の言語」の結びつき 

・論文作成における「グローバル探究」と専門教科「英語」との連携 

・「グローバル探究基礎」におけるカリキュラム開発 

(4) IDU（学際的な単元）の実施 

・中学校の国際バカロレアミドルイヤーズプログラム（MYP）の中で各学年が１回実施。 

・今後、高校のカリキュラムにつなげていくため、発表会の様子を高校教員が参観。 

(5)学校間のカリキュラム共同開発(「グローバル探究」と「斑鳩学」「あすか学」) 

   ・令和 10 年度の完成を目標 に、3校共同でのカリキュラム開発に向けて検討を行った。  

(6)英語等で履修できる科目の設置 

   ・「イマージョン理数」本年度実施 

21



   ・「イマージョン数学」(令和 7年度より設置予定で、現在高校２年生で試行実施) 

・「イマージョン環境システム(令和 7年度より設置予定で、今年度カリキュラムを作成) 

※ 拠点校では、令和６年５月に国際バカロレアディプロマプログラムの令和 6年 5月に候補校

となり、令和 8年度の認定を目指して準備を進めている。なお、令和６年１２月に国際バカロ

レアミドルイヤーズプログラムの認定校となった。  

 

f. 体系的なカリキュラムの編成にあたって，文系・理系を問わず，各教科をバランスよく学ぶ教

育課程の編成をしたことについて 

・拠点校では国際科単独設置校であり、1 年次から 3年次まで、文系・理系のクラス分けのない  

教育課程を編成している。本年度は令和 8年度からの導入を目指している国際バカロレアディ

プロマプログラムに向けて、教育課程の準備を進めた。 

・共同実施校においても、それぞれ地元地域や郷土奈良についての学びを特色とし、生徒の興

味・関心に応じて科目を柔軟に選択できるよう、編成を工夫している。  

 

g. 学習活動が，構想目的の達成に資するよう工夫したことについて 

・拠点校における個人探究週間の取組 

拠点校では、定期考査を撤廃し、「個人探究週間」を年 5回設定している。期間中の午前に

は「たてにつながる探究交流会」を実施し、異学年での探究の交流活動を大切にしている。午

後は 個々の探究を深められる時間としている。  

・共同実施校では、法隆寺国際高等学校ではユネスコフォーラムの開催、高取国際高等学校では

テーマによるゼミ活動や大学教員による指導等を通して、探究活動の支援や、発表・共有の機

会を豊富に設定する工夫をしている。  

 

h. 高大連携による大学教育の先取り履修を可能とする取組の計画（令和元年度から令和５年度ま

でのＷＷＬコンソーシアム構築支援事業カリキュラム開発拠点校は実施状況）について 

ア 奈良教育大学における夏期集中講座の開催（「奈良教育大学サマースクール」） 

日時： 令和６年７月 25日、７月 29日、８月１日、８月５日 

テーマ：「多言語、国際理解」「データサイエンス」 

受講した生徒に対しては、大学から「修了認定証」が渡された。 

本年度の試行実施を分析し、今後 奈良教育大学と受講した単位認定の実現に向けて協議を進

める。 

 

イ 先取り履修に向けた協議の進捗状況 

今年度奈良教育大学で開催したサマースクールを、次年度以降より広いテーマで多くの生徒が

受講できるようにすることをきっかけに、先取り履修について協議を始める予定である。その他

の連携大学ともすでに協議をはじめており、3年間で県内 3大学、5年間で県内 3大学に加え、

近畿圏 3大学での実施を目指す。  
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i. より高度な内容を学びたい高校生が学習できる環境を整備したことについて 

同志社女子大学での講座を令和７年２月 25日に拠点校が実施し、共同実施校からも４名の参加

があった。 

これまで拠点校で実施していた大学での学びの機会を共同実施校にも広げ、一緒に参加できる体

制をとった。 

 

j.「拠点校」や「共同実施校」だけでなく、「連携校」においても海外の連携校等への短期・長期

留学や海外研修等を、カリキュラムの中に体系的に位置づけていることについて 

 スーパーサイエンスハイスクールとしても取り組んでいる青翔高等学校及び奈良北高等学校は、

タイでの研修プログラムを通してさらなる探究マインドを醸成し、また、奈良高等学校では、連携

校があるシンガポールへの海外研修を実施し、相互交流を学校の特色としている。 

 

k.「拠点校」や「共同実施校」だけでなく、「連携校」においても国が実施するアジア高校生架け

橋＋（プラス）や海外の連携校等からリーダー、架け橋となる外国人生徒を受け入れ、日本人生

徒と外国人生徒が一緒に英語での授業等を履修するための学校体制について 

連携校である奈良高校では、連携するカソリックジュニアカレッジ（シンガポール）から生徒を

毎年受け入れ、地元の小学校を交えた交流のほか、高校での授業参加、探究成果発表会を実施して

おり、毎年相互に受け入れる体制が確立されている。 

 

l. これまで先進的な課題研究等の実績があり、その分析評価が行われ、それらの結果を踏まえた

研究開発計画及びその成果について記載すること。 

 拠点校では、昨年度までの事業において、「グローバル探究」のカリキュラム開発を行ってき

た。カリキュラムアドバイザーの指導助言のもと、３年間を通した探究活動において、成果だけで

はなく、その過程をより重視するプロセスを確立した。さらに、事業協働機関の協力のもと、探究

の評価方法について、また生徒がどのような力を伸長したかを分析してきた。本年度からは、開発

したカリキュラムのもと、これまで以上にグローバルな探究活動が行えるよう、「グローバル探

究」と「世界の言語」の連携をはじめとする科目間連携を意識した取組を行った。 

 

m. オンラインを駆使し、国内外の大学等と連携したＡＩやビッグデータなど文理横断的な行動な

学びを実現するカリキュラム開発について 

次年度、奈良教育大学をはじめとする県内の大学教員による様々な学問分野の講義が行われる

「学問祭」に高校生も参加させていただくことを検討している。対面だけでなくオンラインでの参

加も可能になる予定であり、高校での学びにかかわらず、学問の奥深さを知る機会となると考えて

いる。 

 

n. 大学教育（国内大学）の先取り履修の単位認定について 
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 今年度、７～８月に「奈良教育大学サマースクール」として、大学での高度で深い学びを一定期

間得られる機会を新たに創設した。奈良教育大学での先取り履修、単位認定について検討、協議を

している。 

 

o. 海外大学との先取り履修を可能とする取組について 

 

 

４．目標の進捗状況、成果、評価 

a. イノベーティブなグローバル人材の育成状況について 

本事業では、「グローバル人材に必要な力」を、探究力、創造力、協働力、寛容さ、挑戦力、キャ

リアデザイン力)の６つの力としている。これらは県が拠点校開校前に作成したグラデュエーション

ポリシーである。拠点校においては、６つの力のルーブリックを作成し、グローバル探究の時間ご

とに振り返りを行うとともに、年に数回学校教育活動すべてにおいて、これらの力が育成できてい

るかを自己評価している。また、４月に河合塾の「学びみらい PASS」を全校生徒が受検し、成果の

検証を行なっている。（３月末までに分析結果を追記予定） 

 

b. ＡＬネットワークが果たした役割等について 

 これまで各校単独で実施していた取組が、県内での共有、共同実施へと広がり、さらに県外や故

国外へも広げることができた。生徒にとっては、いまや他校、他県、海外の生徒と協働することが当

然のように自然にできるようになっている。また、教員同士のつながりという点においても、ネッ

トワークの価値は大きく、行事開催にあたり、担当教員同士が情報交換や交流にとどまらず、各校

での取組実践例の紹介といった、今後の自校での取組の発展につながるような機会を得た。 

 

c. 短期的、中期的及び長期的に設定した目標（要件１－①、②の重点的に取り組む項目の目標を含

む）の進捗状況等について 

ア カリキュラムの深化 

  拠点校における ・探究の高度化 ・複言語教育の推進 ・ホリスティックな学びの推進（前述） 

イ アウトバウンドの拡大 

・拠点校におけるアジアスタディツアーの実施(R6)  

・合同海外研修の実施に向けた計画 （R6企画会議） 

・長期留学生県内５名 ・海外大学進学県内６名(R6.3 卒業生)  

ウ インバウンドの充実 

・高校生国際会議の開催 

・拠点校における英語で学ぶ科目を 3科目にするための準備 

・県内外国人生徒・留学生を 20 名に（R6 36名）  

エ 高度な学びの提供 

・県内 3大学での先取り履修実施（実施協議中） 

・拠点校での国際バカロレアプログラムミドルイヤーズプログラム認定 
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オ ALネットワーク 

・ネットワーク組織体制の確立（R6構築途上） 

 

５．次年度以降の課題及び改善点  

ア 本事業に関する管理機関の課題や改善点について 

  各校で行っている日頃の探究活動を活性化することを目的とした、探究プラットフォームの構

築をさらに進めることが課題である。教員への負担をかけずに各校での取組を手軽に共有できる

システムを構築したい。 

  また、先取り履修、単位認定に向けた大学との協議を前に進めるにあたり、多くのハードルが

あるのが現状である。本来の目的である、生徒の関心を広げ、学びたいことを追究できる学びの

場を設定することを原点に、次年度は大学での学びの魅力を発信していきたい。 

 

イ ＡＬネットワークの課題や改善点について 

 留学生受け入れに関して県での連絡協議会を開催することが次年度以降となった。受け入れ団

体にも参加していただくことを検討していたが、留学生により受け入れ団体が異なり、各受け入

れ団体ごとに受け入れや来日後の生活に関する方針も異なるため、まずは各校の担当教員のみで

の連絡会を開催することを検討する。より効果的で、教員の負担にならない開催方法を考えたい。 

 

ウ 研究開発にかかる課題や改善点について記載すること。 

 本事業の重点項目である、アウトバウンド事業については、参加生徒の家庭の負担や引率教員

の旅費確保といった大きな壁があり、学校の熱意や努力だけでは開催できない現状である。県で

の予算確保が必要となってくるが、その実現は容易ではなく、課題として依然残っている。他の自

治体の取組も参考にしながら解決への糸口を探りたい。 

 また、インバウンド事業については、年々、海外からの短期、長期での受け入れが各校で進んで

おり、校内でホストファミリーを募集して滞在期間中受け入れるケースが増えている。生活を共

にしながら生徒同士の貴重な交流の場ではあるが、無償での受け入れの場合も多く、ホストファ

ミリーの確保に苦慮している。該当校だけでなく、事業連携校で共同で受け入れ先を募るなど、工

夫が必要である感じている。 

  

エ 自走に向けた取組（予算確保や人員配置等）と自走の方向性について 

 事業終了後も、本事業で構築したネットワークが持続して協働した学びが継続するよう、管理

機関及び関係校が相互に連携を強化していく。 

 カリキュラム開発事業の段階から開催している高校生国際会議については、事業にかかわらず

県での行事として継続していくための予算措置を講ずる予定である。また、そのスムーズな運営

に資するため、担当指導主事を置く予定である。また、留学生の受け入れに関わる学習支援員等の

サポート人材の配置については、県で継続できるようにする。 
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【管理機関の担当者】本件について連絡する場合がございます。 

担当課・室 高校教育課 
担当者 

職・氏名 
指導主事・宮岸 悠可 

電話番号 

（直通） 
0742-27-9853 E-mail 

miyagishi-

haruka@office.pref.nara.lg.jp 
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奈良県立国際高等学校 様 2024アジアスタディツアーin韓国 
 
旅行期間 2024年 10月 29日（火）～11月 1日（金）    教職員：10名様(男性 6名、女性 4名(内 1名校長先生)) 看護師 1名  添乗員 3名(男 1女 2) 
旅行方面 韓国 方面  参加人員 生徒：108名様(3クラス)、1組男子 5名/女子 28名 2組男子 6名/女子 31名 3組男子 9名/女子 29名    

 日程 行程 食 事 宿 泊 地 

１ 10/29（火） 

 
 送迎バス(大型バス 3台)           OZ111便        専用車 3台※荷物車１台用意 

西大寺駅 →→→→→→ 関西空港  仁川国際空港 →→→→→→ 明洞散策 →→→≪ 夕食/中一会館明洞2号店≫ →→→寮 
7:15            8:45/10:50                       12:50/13:50                  15:30/17:30             17:45/18:45             19:45 

 

朝：－ 

昼：機内食 

夕：サムギョプ
サル  

国立国際教育院様 
寮に宿泊 

２ 10/30（水） 

 
 
 
ホテル →→→→→→ Sejong Global HSにて終日交流 →→→→→→ ホテル 

9:00                               11:15/15:45                               18:30 
 
 

 

朝：寮 

昼：世宗国際

高校様の学食 

夕：ホテル 

【ソウル連泊】 
 

ホ テ ル ベ ル ヌ イ 

ソ ウ ル 

３ 10/31（木） 

                                                                                               
 
【いのちゼミ生徒 37 +教員 4+TC1=42名】                ガイド同行必須                             
ホテル→→→→→延世大学(キャンパス内の見学＆ショップ買い物//11時より環境についての講義) →→→(昼食/中一会館)→→→ロッテワールドアクアリウム→→→ 
    8:30                                         10:00/12:15                                   12:30/13:30                14:00/15:30 
→→→→→東大門市場散策→→→→→ホテル 
           16:00/17:30         18:30 
 
 
 
【公正・公平ゼミ生徒 38 +教員 3+TC1=42名】弊社手配ガイドよりご説明         
ホテル→→→→→DMZエリア見学(臨津閣平和ゴンドラ・臨津閣・自由の橋)→→→(昼食/コンバットゥル)→→→青瓦台→→→→→東大門市場散策→→→→→ホテル 

8:30                        9:30/11:30                                 12:00/13:00       14:00/15:00        15:45/17:00          18:00 
 
 
 
 
【理解と尊重ゼミ生徒 33+教員 3+TC1+看護師１名=38名】 
ホテル→→→→→韓服体験 in昌徳宮→→→(昼食/中一会館)→→→国立世界文字博物館→→→→→東大門市場散策→→→→→ホテル 

8:30         9:30/11:30          12:00/13:00          14:15/15:15             16:30/17:30           18:30 
 
 
 

朝：ホテル 

昼： 

いのち＆理解

→ビビンバ 

公正→スンドゥ

ブチゲ 

夕：ホテル 

4 11/1（金） 
専用車 3台※荷物車１台用意                                   OZ114便 

 ホテル →→→→→→ 仁川国際空港(お買い物＆各自昼食)  関西空港 →→→→→→ 西大寺駅 
8:30             10:00着                14:05発                15:50/17:00                  18:30 

朝：ホテル 

昼：空港各自 

夕：－ 

国内送迎バス 
奈良観光バスガイド

無し 3台 

■OZ＝アシアナ航空  ■上記スケジュールはあくまで予定で、航空会社のダイヤ変更や現地諸事情により大幅に変更となる可能尾正もございます。予めご了承ください 
 

観光庁長官登録旅行業第 64号 
株式会社 JTB 奈良支店 
℡ ０７４２－３０－５１４０ 
支 店 長  天 野 三恵子 

総合旅行業務取扱管理者 上 田 泰 之 
担 当 者  吉 田 成 和  
作 成 日  2024年 9月 30日 

アクアリウム： バックヤードツアーで Life support system設備、診療所の見学 
専門家と Q&A時間(15分程度、事前質問リスト取り寄せ必要) 

水本祐之
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